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貿 易 商 社  

 

1 0 － 1 1 月 の 受 注 は 多 く の 企 業 で 大 幅 に 減 少 し た 。当

面 は 国 内 外 の 需 要 及 び 為 替 変 動 の 先 行 き が 不 透 明 で あ

る こ と か ら 、 景 気 に つ い て も 見 通 し を 立 て に く い 状 況

で あ る 。 中 長 期 的 な 需 要 の 回 復 に 向 け 、 各 社 は 自 ら の

強 み を 活 か し た 戦 略 を 模 索 し て い る 。  

業 界 の 概 要  

商 社 の 取 引 形 態 は 国 内 取 引 、 輸 出 取 引 、 輸 入 取 引 、

外 国 間 取 引 （ 三 国 間 貿 易 と も い う ） に 分 類 さ れ 、 こ の

う ち 輸 出 ・ 輸 入 ・ 外 国 間 取 引 を 業 務 の 中 心 と す る 商 社

が 貿 易 商 社 で あ る 。 大 手 の 貿 易 商 社 に は 、 商 品 ・ 事 業

と も に 幅 広 く 手 が け る 数 社 の 総 合 商 社 が あ る 。 こ れ に

対 し 中 小 ・ 中 堅 規 模 で は 、 取 扱 分 野 を 絞 っ た 専 門 商 社

が 中 心 で あ る 。  

一 般 に 商 社 は 、 商 品 を 流 通 さ せ る 「 商 取 引 機 能 」 を

始 め 、 与 信 ・ 保 証 ・ 融 資 と い っ た 「 金 融 機 能 」、 輸 送 ・

納 入 の 手 配 を 行 う「 物 流 機 能 」、海 外 情 勢 や 国 内 企 業 の

情 報 を 収 集 ・ 分 析 す る 「 情 報 ・ 調 査 機 能 」 な ど 様 々 な

機 能 を 有 し て い る 。 貿 易 商 社 は 為 替 変 動 リ ス ク や カ ン

ト リ ー リ ス ク 、 海 外 の 取 引 相 手 に 対 す る 信 用 リ ス ク と

い っ た 、 国 内 取 引 に は な い リ ス ク を 負 っ て い る 。 貿 易

商 社 の 強 み は 、 顧 客 に 対 し て 豊 富 な 製 品 知 識 、 メ ー カ

ー に 対 し て 各 国 の 規 制 等 の 知 識 を 活 用 し 、 情 報 提 供 や

提 案 を 行 え る と い う 情 報 機 能 に あ る 。 貿 易 取 引 で は 国

に よ っ て 政 情 や 環 境 規 制 、 労 働 事 情 、 商 習 慣 な ど が 異

な っ て お り 、 情 報 の 入 手 も 国 内 ほ ど 容 易 で な い こ と か

ら 、 カ ン ト リ ー ・ リ ス ク を 熟 知 す る こ と が 不 可 欠 で あ

る 。  

国 内 で 仕 入 れ た 商 品 を 海 外 に 販 売 す る 輸 出 取 引 は 、
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自 動 車 や 設 備 機 械 と い っ た 高 い 技 術 を 要 す る 機 械 類 や

そ の 関 連 部 品 の 取 り 扱 い が 多 い 。 機 械 類 を 扱 う 専 門 商

社 で は 豊 富 な 専 門 知 識 が 必 要 な 部 品 な ど 、 大 手 総 合 商

社 で は な か な か 対 応 の で き な い と こ ろ を カ バ ー し て い

る 。 海 外 で 仕 入 れ た 商 品 を 国 内 に 販 売 す る 輸 入 取 引 で

は 、 鉄 鉱 石 や 木 材 な ど の 素 材 ・ エ ネ ル ギ ー 関 連 、 繊 維

お よ び 衣 料 品 と い っ た 商 品 が 多 く 取 り 扱 わ れ る 。  

大 阪 の 地 位  

大 阪 府 内 に は 、 繊 維 や 機 械 類 を 取 り 扱 う 貿 易 商 社 が

多 く 立 地 し て い る 。 産 業 分 類 で は 卸 売 業 者 の 国 内 ・ 国

外 取 引 を 区 別 し て い な い た め 、 事 業 所 数 の 統 計 に よ る

把 握 は で き な い 。 そ こ で タ ウ ン ペ ー ジ で 「 貿 易 」 を 届

け 出 て い る 事 業 者 の 状 況 を 確 認 す る と 、 大 阪 府 内 の 事

業 者 約 1 , 0 0 0 社 の う ち 織 物 や 繊 維 を 扱 う 「 繊 維 貿 易 」、

設 備 機 械 や 自 動 車 な ど の 機 械 類 を 扱 う 「 機 器 貿 易 」 を

行 う 貿 易 商 社 が そ れ ぞ れ 約 3 0 0 社 と 高 い 割 合 を 占 め て

い る こ と が わ か る 。  

次 に 大 阪 府 に お け る 海 外 取 引 の 規 模 を み て い く 。 経

済 産 業 省 『 平 成 1 9 年 商 業 統 計 表  産 業 編 （ 都 道 府 県

表 ）』で 卸 売 業 に 属 す る 事 業 所 の 年 間 商 品 販 売 額 を み る

と 、大 阪 府 の 卸 売 業 の 直 接 輸 入 額（ 国 外 か ら の 仕 入 額 ）

は 4 兆 5 , 8 5 2 億 5 , 4 0 0 万 円 で 全 国 の 1 1 . 3 ％ 、直 接 輸 出

額（ 国 外 へ の 販 売 額 ）は 2 兆 7 , 6 0 8 億 円 で 1 3 . 5 ％ を 占

め て い る 。 大 阪 府 の 取 引 額 は 、 全 国 の ７ 割 を 占 め る 東

京 都 に 次 ぎ 第 ２ 位 の 規 模 で あ る 。  

国 内 取 引 を 含 め た 大 阪 府 内 で の 仕 入 全 体 に お い て 、

直 接 輸 入 は 8 . 9％ を 占 め て い る 。 直 接 輸 入 額 が 大 き い

の は 電 気 機 械 器 具 卸 売 業 、 衣 服 ・ 身 の 回 り 品 卸 売 業 、

繊 維 品 卸 売 業 、 鉱 物 ・ 金 属 材 料 卸 売 業 と い っ た 業 種 で

あ る 。 直 接 輸 出 は 販 売 全 体 の 5 . 3％ を 占 め 、 電 気 機 械
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器 具 卸 売 業 、 一 般 機 械 器 具 卸 売 業 、 化 学 製 品 卸 売 業 、

鉱 物 ・ 金 属 材 料 卸 売 業 と い っ た 業 種 で 直 接 輸 出 額 が 多

い 。  

輸 出 は 伸 び 幅 が 縮 小 、 輸 入 は 拡 大  

近 畿 圏 の 貿 易 動 向 （ 金 額 ベ ー ス ） を み る と 、 1 9 年 ま

で に 輸 出 は ６ 年 連 続 で 増 加 、 輸 入 も ５ 年 連 続 増 加 し て

お り 、過 去 最 高 額 を 更 新 し た 。1 9 年 の 輸 出 は 化 学 製 品 、

鉄 鋼 、 一 般 機 械 、 電 気 機 器 、 輸 送 用 機 器 と い っ た 主 な

品 目 が ア ジ ア 向 け を 中 心 に 好 調 で あ っ た 。 輸 入 は 食 料

品 ・ 原 料 品 を 除 き 、 主 要 品 目 は 伸 び 悩 ん だ 。 穀 物 を は

じ め と す る 食 料 品 、 金 属 原 料 や 鉱 物 性 燃 料 と い っ た 原

料 品 で は 原 材 料 高 の 影 響 で 輸 入 額 が 増 加 し た が 、 数 量

ベ ー ス で は 食 料 品 は 減 少 、原 料 品 は 微 増 に と ど ま っ た 。

2 0 年 に 入 っ て か ら も 輸 出 額 は 増 加 傾 向 に あ る が 、四 半

期 ご と に み る と い ず れ の 期 も 前 年 比 ５ ％ 前 後 の 伸 び で 、

1 9 年 に 比 べ 伸 び 幅 が 縮 小 し た 。輸 入 額 に つ い て は 伸 び

幅 が 拡 大 し 、７ － ９ 月 は 前 年 比 で 1 3 . 0 ％ と ふ た 桁 台 の

伸 び と な っ た 。  

1 0 月 以 降 急 激 に 受 注 が 落 ち 込 む  

以 下 で は 繊 維 ・ 機 械 類 ・ 化 学 製 品 と い っ た 主 要 品 目

を 取 り 扱 う 専 門 商 社 を 中 心 に 述 べ る 。 個 別 企 業 の 業 況

を み る と 、1 9 年 は 内 需・外 需 い ず れ も 好 調 で 、売 上 高 ・

利 益 と も に 増 加 し た 企 業 が 多 か っ た 。 し か し 、 こ こ 数

年 の 原 材 料 価 格 の 上 昇 や 米 国 で の サ ブ プ ラ イ ム 問 題 の

発 生 な ど を 背 景 に 、 消 費 者 の 購 買 意 欲 が 低 下 し た こ と

か ら 、2 0 年 に 入 る と 世 界 的 に 需 要 の 伸 び が 鈍 く な っ た 。

売 上 高 は 1 0 月 以 降 徐 々 に 減 少 し て い る と こ ろ が 多 く 、

利 益 が 黒 字 の 企 業 で も 利 益 幅 は 減 少 し て い る 。  

さ ら に 、 ９ 月 に は 米 国 発 の 金 融 危 機 お よ び 急 激 な 円

高 が 発 生 し た 影 響 で 、各 社 の 受 注 は 1 0 月 以 降 急 激 に 落
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ち 込 ん だ 。年 明 け 以 降 は 1 0 月 か ら の 受 注 大 幅 減 の 影 響

で 売 上 高 ・ 利 益 が さ ら に 減 少 す る と 各 社 は 見 込 ん で い

る 。 消 費 者 心 理 の 冷 え 込 み か ら 国 内 需 要 の 拡 大 は 見 込

め ず 、海 外 で は 1 2 月 後 半 か ら は 欧 米 の ク リ ス マ ス 休 暇 、

１ 月 末 か ら は 中 華 圏 で 旧 正 月 に 入 る た め 、 当 面 は 海 外

の 受 注 回 復 も 期 待 で き な い と い う 。 今 後 財 務 体 質 の 弱

い 企 業 の 倒 産 が 増 加 す る こ と を 懸 念 す る 声 も 聞 か れ た 。 

急 激 な 円 高 が 輸 出 に 打 撃  

2 0 年 ８ 月 は １ ド ル 1 0 8 . 9 円 だ っ た 対 ド ル 相 場 は 、９

月 に 1 0 4 . 8 円 、 1 0 月 に は 9 7 . 0 円 と 急 激 に 円 高 が 進 ん

だ 。 対 ユ ー ロ 相 場 も ８ 月 の １ ユ ー ロ 1 6 0 . 9 円 か ら ９ 月

に は 1 4 9 . 1 円 、 1 0 月 に は 1 2 5 . 9 円 と 、ド ル 相 場 よ り も

大 き く 変 動 し た 。 そ の 結 果 、 実 質 実 効 為 替 レ ー ト （ 円

と 主 要 な 他 通 貨 間 の 為 替 レ ー ト を 指 数 化 し 、 物 価 変 動

の 影 響 を 取 り 除 い た 指 標 ） は ９ 月 に は 1 0 0 . 4 、 1 0 月 は

1 1 0 . 0 、1 1 月 は 1 1 7 . 2 と 円 高 方 向 に 大 き く 動 い て い る 。  

こ の よ う な ９ 月 以 降 の 急 激 な 円 高 は 、 海 外 市 場 に お

い て 他 国 製 品 と 競 合 す る 日 本 製 品 の 競 争 力 を 大 き く 失

わ せ て い る 。 こ れ に 加 え 、 一 部 の 日 本 製 品 で は ８ ～ ９

月 に 値 上 げ を し た が 、 ９ 月 以 降 原 油 を は じ め 多 く の 原

材 料 価 格 が 下 落 に 転 じ た こ と か ら 、 値 上 げ の タ イ ミ ン

グ と 世 界 の 価 格 変 動 の ず れ も 競 争 力 低 下 の 一 因 と な っ

て い る 。  

一 方 で 、 衣 料 品 を 輸 入 す る 繊 維 商 社 な ど に と っ て 円

高 は 仕 入 面 で 有 利 と な る が 、 為 替 予 約 を し た 時 期 に よ

っ て は 差 益 と な ら な い 取 引 も 少 な く な い 。 輸 入 を 主 と

す る 企 業 で は 、 円 高 は 同 業 他 社 に と っ て も 同 じ 条 件 と

な り 国 内 販 売 の 競 争 上 有 利 に な る と は い え ず 、 む し ろ

為 替 の 変 動 が 激 し く 安 定 し な い こ と を 問 題 と し て い る 。 

途 上 国 ・ 新 興 国 市 場 は 長 期 的 に は 拡 大 の 余 地 あ り  
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需 要 が 低 迷 す る な か 、 今 後 有 望 と 考 え ら れ て い る の

は 途 上 国 ・ 新 興 国 市 場 向 け の 輸 出 で あ る 。 現 時 点 で は

国 内 市 場 と 同 様 に 海 外 市 場 も 需 要 は 落 ち 込 ん で い る も

の の 、 東 南 ア ジ ア 、 ロ シ ア ・ Ｃ Ｉ Ｓ 、 中 南 米 と い っ た

途 上 国 ・ 新 興 国 で は 長 期 的 に は 需 要 の 拡 大 が 見 込 ま れ

る 。 例 え ば ロ シ ア や 中 南 米 向 け に 自 動 車 用 補 修 部 品 の

輸 出 を 行 う 商 社 で は 、 現 地 市 場 で 新 車 ・ 中 古 車 と も に

日 本 車 が 増 加 し て い る こ と 、 現 地 で は 一 台 の 自 動 車 を

補 修 し て 長 く 使 う 習 慣 が あ る こ と か ら 、 今 後 も 市 場 拡

大 の 余 地 が あ る と 考 え て い る 。 こ う い っ た 新 興 国 市 場

へ の 新 規 参 入 は 必 ず し も 容 易 で は な い こ と か ら 、 各 社

は 特 定 の 分 野 や 地 域 に 重 点 を 置 く な ど し て 情 報 収 集 能

力 ・ 提 案 能 力 を 高 め 、 取 引 に 活 か そ う と し て い る 。  

今 後 の 見 通 し  

各 社 は 2 0 年 度 前 半 は 受 注 が 比 較 的 好 調 で あ っ た こ

と か ら 、 2 0 年 度 の 業 績 は 前 年 度 並 み 、あ る い は 前 年 度

を 若 干 下 回 る に と ど ま る と 予 想 す る と こ ろ が 多 い 。 2 1

年 度 以 降 に つ い て は 、 国 内 外 の 需 要 ・ 為 替 変 動 の 先 行

き が 不 透 明 で あ る こ と か ら 見 通 し が 立 た な い と し て い

る 。 し か し 、 新 興 国 向 け の 輸 出 を は じ め と し て 中 長 期

的 に は 需 要 は 堅 調 で あ る と 考 え 、 海 外 駐 在 員 の 現 地 で

の 情 報 収 集 に 力 を 入 れ る な ど 各 社 は 情 報 機 能 を 高 め よ

う と し て い る 。 商 社 の な か に は 若 い 社 員 を 積 極 的 に 海

外 に 派 遣 し 、 早 い 時 期 か ら 経 験 を 積 ま せ る よ う 努 め る

と こ ろ も あ る 。 人 材 育 成 の 必 要 性 か ら 、 採 用 を 抑 え る

動 き は 今 の と こ ろ み ら れ な い 。 こ の よ う に 、 今 後 の 需

要 回 復 に 向 け 各 社 は 自 ら の 強 み を 活 か し た 戦 略 を 模 索

し て い る 。  

（ 丸 山  佐 和 子 ）  
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表．近畿圏の輸出入総額の推移
（単位：百万円、％）

輸 出 総額 アジア 米国 ＥＵ
前年比 前年比 前年比 前年比

平成17年 13,528,011 6.6 8,125,547 6.6 2,224,245 6.9 1,851,863 -1.7
　　18年 15,243,597 12.7 9,040,165 11.3 2,395,366 7.7 2,117,557 14.3
　　19年 16,668,001 9.3 9,859,469 9.1 2,407,408 0.5 2,412,991 13.7
　　20年 １～３月 4,102,560 5.7 2,432,439 8.6 533,039 -9.3 627,169 11.4

４～６月 4,223,687 4.6 2,617,387 9.0 508,877 -12.5 591,151 -0.7
７～９月 4,583,645 6.0 2,789,803 9.2 570,238 -9.4 618,214 -0.8

輸 入 総額 アジア 米国 ＥＵ
前年比 前年比 前年比 前年比

平成17年 10,638,349 14.2 6,058,634 12.9 1,026,488 13.7 1,261,861 -0.2
　　18年 12,112,153 13.9 6,906,590 14.0 1,102,912 7.4 1,346,846 6.7
　　19年 13,062,750 7.8 7,454,139 7.9 1,080,104 -2.1 1,529,349 13.0
　　20年 １～３月 3,268,534 5.7 1,775,448 -0.5 251,553 -6.3 374,411 4.3

４～６月 3,530,175 7.0 1,874,083 -0.7 279,084 -4.0 405,628 7.5
７～９月 3,691,550 13.0 2,009,942 9.0 272,382 3.8 380,616 -4.1

資料：大阪税関
（注）近畿圏は大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の２府４県。

図．外国為替レートの推移

資料：日本銀行『金融経済統計月報』
（注）実質実効為替レートは1973年３月＝100。
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